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　　　経営状況報告 

１．事業報告 

（１）概　況 

道の駅季楽里あさひは、平成２７年１０月１７日に開業し、令和７年１０

月に創業１０周年を迎え、１０年間で、延べ１，１７７万人の来場者にお越

しいただきました。 

１０周年を記念した創業祭では、出荷者協議会や各種団体の協力のもと、

地域の特徴を活かした産品を来場者に振る舞ったり、フラダンスやバルーン

アート、歌謡ショーなど趣向を凝らしたイベントを実施しました。 

その他の催事としては、ゴールデンウィーク、お盆、年末年始には、出荷

者による創意工夫を凝らした来場者をおもてなしするためのイベントなど

を開催しました。 

レストラン「四季食彩館」については、１０年の節目を迎え、新たな賑わ

いを創出するため、テナント化することを決定し、公募を実施した結果、令

和８年４月より、自家製讃岐うどん「若林うどん」が開店することとなりま

した。 

既存のテナント３店舗については、前年度の実績を上回るお客様にお越し

いただき、固定客や観光客などの増加が伺える１年となりました。 

また、他の施設などとの連携施策として、千葉・茨城１２の道の駅でつく

る「道の駅ちばらき連絡協議会」による「ちばらき甘酒」の販売、スタンプ

ラリーの実施、近隣の道の駅との連携、更には千葉県民の日を記念する行事、

飯岡しおさいマラソンへの商品提供などにより、旭市や海匝地域の振興に寄

与するための活動を実施しました。 

更に、新規事業者の支援として、商品の周知や販路を求める事業者に対し

て、イベント広場での販売を積極的に受け入れしたことで、多くの事業者の

商品のＰＲ、販路の一つとしてご利用いただくことができました。 

令和７年度は、施設全体で、１２０万人の来場者にお越しいただき、直売

部門、テナント部門とも前年度の実績を上回り、２年連続で売上１０億円を

達成することができ、道の駅としての観光や地域経済などの振興に寄与する

ことができました。 
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（２）令和７年度実績報告 

 売　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（売上単位：千円） 

 

 

２．会社概要 

（１）株主の概要 

株式数　　　当期発行株式総数　　　　　　　０株 

発行済株式の総数　　　　　８８０株 

　　　　　　　　　発行済株式の総額　　４，４００万円 

　　　当期末株主数　　　　　　　　　　　　　　１０名 

 

（２）株主総会及び取締役会等の開催状況 

　　ア　定時株主総会 

  開催日　①　令和　７年　６月３０日（月） 

 

    イ　取締役会 

　　　開催日　①　令和　７年　４月２８日（月） 

　　　　　　　②　令和　７年　６月１９日（木） 

　　　　　　　③　令和　７年　６月３０日（月） 

　　　　　    ④　令和　７年　８月２２日（金） 

　　　　　　　⑤　令和　７年　９月２６日（金） 

　　　　　　　⑥　令和　７年１１月２５日（火） 

　　　　　　　⑦  令和　８年　３月２３日（月） 

　　　　　 

 

 

 直売所 レストラン 直営合計 テナント 道の駅全体

 税込 

売上
987,000 21,228 1,008,228 53,671 1,061,899

 税抜 

売上
912,077 19,298 931,375 49,995 981,370

 税抜 

前年比
103％ 45％ 100％ 108％ 101％
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（３）取締役及び監査役　（令和８年３月３１日現在） 

代表取締役　　米本　弥一郎（旭市長） 

取締役　　　加瀬　義孝　（ちばみどり農業協同組合長） 

　　　　取締役　　　平野　陽一　（旭市商工会長） 

　　　　取締役　　　遠藤　勝信  （海匝漁業協同組合副組合長） 

　　　　取締役　　　伊藤　弘行  （旭市役所農水産課長） 

　　　  監査役　　　林　　茂正 

　  　　監査役　　　阿曽　博通 

　 

（４）従業員の状況　（令和８年３月３１日現在） 

※パート従業員部門別内訳 

　　　（物販２４名、加工室３名、清掃２名、事務２名） 

 

 

３．決算報告 

弊社の第１１期、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの決算は

次のとおりであり、当期の経常利益は、３４，２８６，０１４円、税引き後の

純利益は２４，２４０，７１３円となりました。 

決算報告書は別添のとおりです。 

 

 

４．決算期後に生じた会社の状況 

　・特記事項なし 

 

 

 

 

 区　分 人数(前年増減) 平均年齢 平均勤続年数 備考

 正社員 ７人(△１人)　 ４９.０ 　　７.１年 　　　　

 パート社員 ３１人(△６人) ５９.６ 　　５.４年 　　　　　

 合　計 ３８人(△７人) ５７.７ 　　５.８年 　　　　
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決 算 報 告 書

自 令和 ７年 ４月 １日

至 令和 ８年 ３月３１日

株式会社 季楽里あさひ

第 １１ 期

千葉県旭市イの５２３８番地
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資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

（単位：円）

令和 8年 3月31日現在株式会社 季楽里あさひ

流 動 資 産 283,437,681【 】

現 金 9,597,082

預 金 234,169,563

売 掛 金 21,145,099

棚 卸 資 産 1,996,712

仮 払 金 3,635,000

前 払 費 用 284,531

未 収 入 金 1,006,662

預 け 金 11,603,032

固 定 資 産 11,290,653【 】

有 形 固 定 資 産 10,979,083（ ）

建 物 付 属 設 備 960,419

構 築 物 2,949,750

機 械 装 置 482,221

車 両 運 搬 具 2,653,532

工 具 器 具 備 品 3,933,161

投資その他の資産 311,570（ ）

差 入 保 証 金 300,000

リサイクル預託金 11,570

資 産 の 部 計 294,728,334

流 動 負 債 90,061,125【 】

買 掛 金 1,252,692

未 払 金 2,403,570

未 払 費 用 6,858,215

未 払 法 人 税 等 10,390,300

前 受 金 344,397

仮 受 金 61,828,551

未 払 消 費 税 2,482,700

預 り 敷 金 2,900,700

賞 与 引 当 金 1,600,000

負 債 の 部 計 90,061,125

純 資 産 の 部

株 主 資 本 204,667,209【 】

資 本 金 44,000,000［ ］

利 益 剰 余 金 160,667,209［ ］

利 益 準 備 金 7,040,000

その他利益剰余金 153,627,209（ ）

繰 越 利 益 剰 余 金 153,627,209

純 資 産 の 部 計 204,667,209

負債･純資産の部計 294,728,334
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株式会社 季楽里あさひ

自 令和 7年 4月 1日

至 令和 8年 3月31日

（単位：円）

科 目 金 額

売 上 高 286,104,216【 】

売 上 原 価【 】

期 首 棚 卸 高 3,168,271

仕 入 高 85,780,207

合 計 88,948,478

期 末 棚 卸 高 1,991,222 86,957,256

売 上 総 利 益 199,146,960

販売費及び一般管理費 169,645,515【 】

営 業 利 益 29,501,445

営 業 外 収 益【 】

受 取 利 息 425,321

雑 収 入 4,368,279 4,793,600

営 業 外 費 用【 】

雑 損 失 9,031 9,031

経 常 利 益 34,286,014

特 別 利 益【 】

固 定 資 産 売 却 益 344,999 344,999

税引前当期純利益 34,631,013

法 人 税 等 10,390,300

当 期 純 利 益 24,240,713
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株式会社 季楽里あさひ

自 令和 7年 4月 1日

至 令和 8年 3月31日

（単位：円）

科 目 金 額

役 員 報 酬 360,000

給 与 手 当 78,744,733

雑 給 63,450

賞 与 9,316,365

法 定 福 利 費 9,095,793

福 利 厚 生 費 2,226,384

旅 費 交 通 費 1,173,122

通 信 費 55,040

交 際 費 127,934

減 価 償 却 費 1,629,963

賃 借 料 9,002,354

保 険 料 386,192

修 繕 費 2,488,429

水 道 光 熱 費 15,203,985

燃 料 費 200,698

消 耗 品 費 7,029,531

租 税 公 課 95,817

荷 造 包 装 費 1,717,600

広 告 宣 伝 費 932,684

支 払 手 数 料 9,746,073

諸 会 費 75,200

施 設 維 持 費 11,384,333

販 売 促 進 費 340,779

施 設 使 用 料 7,636,368

雑 費 612,688

合 計 169,645,515
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（単位：円）

科 目 金 額

株式会社 季楽里あさひ

当期未処分利益の処分

【 繰 越 利 益 剰 余 金 】 153,627,209

【 次 期 繰 越 利 益 】 153,627,209

前記のとおりご報告申し上げます。

代表取締役社長 米本 弥一郎

取 締 役 遠藤 勝信

取 締 役 平野 陽一

取 締 役 加瀬 義孝

取　　締　　役 伊藤 弘行
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第１２期事業計画及び予算 

(令和８年４月１日から令和９年３月３１日） 

 
１．事業計画 
１２期目を迎え、新たな１０年のスタートの年として、地域を愛し、地域に

愛される道の駅を目指して様々な取組を推進していきます。 

まず、前期から実施してきました新規事業者の支援、更にはこれまでの課題

でもある新規出荷者の受け入れ体制を構築するため、出荷者選定のルール作り

などを研究し、多くの事業者が集い、切磋琢磨し、商品の質を高め合うことに

よって、より魅力的な道の駅を目指します。 

また、ＳＮＳ等については、年々フォロワーを増やし、その役割、影響力も

大きくなっております。イベント情報や旬の商品の情報等をリアルタイムで提

供するなどし、引き続き、効果的な集客に繋げます。 

飲食施設については、４月より市内事業者が「うどん専門店」として運営を

スタートさせております。今後は、飲食施設をはじめとするテナントと直売所

の連携を図り、相乗的にＰＲできる取り組みを検討していきます。 

更に、近隣の施設、イベントとの連携を積極的に実施し、点ではなく線や面

で地域を盛り上げる取り組みを実施していきます。 

社員に対しては、関係法令、就業規則、サービス提供に関する知識、技能の

向上に努め、商品だけでなく、サービスの面でもファンを増やしていきます。 

出荷者に対しては、野菜等の栽培履歴の重要性、農薬の使用方法や食品の適

切な管理に関する講習会を実施し、食の安全・安心を推進します。 

施設管理の面では、開業から１０年が経過し、様々な設備等の修繕、更新時

期を迎えております。旭市との連携により施設の適切な管理に努め、来場者の

安全、快適性を確保するとともに長寿命化に取り組みます。 

社会情勢が様々に変化する中で、前期を維持・踏襲することなく、来場者の

ニーズ、出荷者、テナント事業者の状況等を的確に捉えるため、産官学による

連携事業として、本施設の現状分析や研究を行い、施設全体の魅力を向上させ

る取組を実践していきます。 
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（単位：千円　税抜）

第12期予算 第11期予算 前年度比 備考

1,055,200 1,004,500 105.0% 道の駅全体売上

直営売上目標 960,000 950,000 101.1% 直売所、加工所

テナント売上目標 86,000 45,000 191.1% 4店舗

自販機売上目標 9,200 9,500 96.8% 1台減

114,500 138,000 83.0% 法人売上

直売所 105,000 98,000 107.1% 花木含む仕入商品

加工所 9,500 5,000 190.0% 加工室製造商品

レストラン 0 35,000 0.0%

②テナント部門収入 6,800 4,500 151.1%

テナント賃料 4,353 2,173 200.3% 4店舗

売上加算金 2,447 2,327 105.2% 売上×5％

0 0 －

2,200 2,500 88.0%

⑤自動販売機利用料金収入 2,300 2,500 92.0% １台減

155,000 145,000 106.9% 委託商品販売手数料

5,000 5,000 100.0% 市場歩返金、補助金等

収入合計 285,800 297,500 96.1%

①売上原価 86,000 90,000 95.6%

189,036 191,536 98.7%

人件費 108,000 115,000 93.9%

役員報酬 1,000 1,000 100.0%

給与手当 95,000 100,000 95.0% 社員7名、パート31名

福利厚生費 12,000 14,000 85.7% 各種保険料等

販売管理費 81,036 76,536 105.9%

 広告宣伝費 1,000 1,500 66.7% 創業祭等

 水道光熱費 17,000 18,000 94.4% 水道、電気、ガス

 消耗品費 10,000 7,000 142.9% 事務用品等

 賃借料 9,500 8,000 118.8% レジシステム、冷凍庫、社用車等

保険料 300 300 100.0%

修繕費 3,500 3,000 116.7% 機械等経年による修繕

内 租税公課 100 100 100.0%

荷造梱包費 2,000 2,500 80.0% 宅配便料金

交際費 100 100 100.0%

旅費交通費 1,500 1,800 83.3% 職員・パート通勤費含む

通信費 300 300 100.0%

訳 支払手数料 10,000 8,500 117.6% 税理士、ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ手数料

諸会費 100 100 100.0%

燃料費 200 200 100.0%

施設維持費 12,000 12,000 100.0% 設備保守、清掃、警備等委託料

販売促進費 3,000 3,000 100.0% 商品検査、品質管理費

施設使用料 7,636 7,636 100.0% 市施設使用料

減価償却費 1,800 1,500 120.0% 改修工事に伴う資産

 雑費 1,000 1,000 100.0%

支出合計（①+②） 275,036 281,536 97.7%

10,764 15,964 67.4%

第１２期予算　（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで）

区　分

売上目標額

①直営部門売上

③会議室利用料金収入

④イベント広場利用料金収入

⑥受取手数料

⑦営業外収益　

②管理運営費

営業利益（収入－支出）

売

上

内
訳

内
訳

内
訳

収
 
 
入

支
　
　
出

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
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